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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 2月 13日 (2006.2.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 強 磁 性 素 材 の 外 周 側 に 連 結 部 が 形 成 さ れ る 如 き 空 隙 を 形 成 し 、 次 い で
、 該 強 磁 性 素 材 の 外 周 側 よ り 高 周 波 を 印 可 し て 、 前 記 連 結 部 を 発 熱 さ せ て 、 前 記 強 磁 性 素
材 の 一 部 に 弱 磁 性 部 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 複 合 磁 性 部 材 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 板 状 の 強 磁 性 素 材 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 複 合 磁
性 部 材 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 複 数 枚 の 板 状 の 強 磁 性 素 材 の 外 周 側 に 、 連 結 部 が 形 成 さ れ る 如 き 空 隙
を 同 形 状 に 形 成 し た 後 、 こ れ ら の 強 磁 性 素 材 を 連 結 部 が 一 致 す る よ う に 積 層 し 、 次 い で 該
強 磁 性 素 材 の 外 周 側 よ り 高 周 波 を 印 可 し て 、 前 記 連 結 部 を 発 熱 さ せ て 、 前 記 強 磁 性 素 材 の
一 部 に 弱 磁 性 部 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 複 合 磁 性 部 材 の 製
造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 高 周 波 の 印 可 は 、 強 磁 性 素 材 を 相 対 的 に 移 動 さ せ な が ら 行 う こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か に 記 載 の 複 合 磁 性 部 材 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 強 磁 性 素 材 は 、 質 量 ％ で Ｃ ： ０ ． ３ ０ ～ １ ． ２ ０ ％ 、 Ｓ ｉ ： ０ ． １ ０

請 求 項 １ に 記 載 の



～ ２ ． ０ ％ 、 Ｍ ｎ ： ０ ． １ ０ ～ ４ ． ０ ％ 、 Ｎ ｉ ： ４ ． ０ ％ 以 下 （ ０ を 含 む ） 、 Ｃ ｒ ： ４ ．
０ ～ ２ ０ ． ０ ％ 、 Ａ ｌ ： ２ ． ０ ％ 以 下 （ ０ を 含 む ） 、 残 部 が 実 質 的 に Ｆ ｅ の 組 成 で な る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の 何 れ か に 記 載 の 複 合 磁 性 部 材 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 モ ー タ の ロ ー タ コ ア と し て 前 記 強 磁 性 素 材 を 用 い 、 弱 磁 性 部 は ロ ー タ
コ ア 内 の 磁 束 遮 断 域 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の 何 れ か に 記 載 さ れ る 複 合 磁
性 部 材 の 製 造 方 法 を 用 い た モ ー タ の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 強 磁 性 素 材 の 外 周 側 に 連 結 部 が 形 成 さ れ る 如 き 空 隙 を 有 し 、 前 記 連 結
部 は 、 非 溶 融 の オ ー ス テ ナ イ ト を 主 体 と す る 金 属 組 織 に 内 部 よ り 加 熱 変 態 さ せ た 弱 磁 性 部
を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 複 合 磁 性 部 材 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 強 磁 性 素 材 は 板 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 複 合 磁 性
部 材 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 強 磁 性 部 の 飽 和 磁 化 量 が １ ． ２ Ｔ 以 上 、 弱 磁 性 部 の 飽 和 磁 化 量 が ０ ．
５ Ｔ 以 下 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ ま た は ８ に 記 載 の 複 合 磁 性 部 材 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 強 磁 性 素 材 は 、 同 形 状 で 複 数 枚 の 板 状 で あ っ て 、 連 結 部 が 一 致 す る
よ う に 積 層 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 乃 至 ９ の 何 れ か に 記 載 の 複 合 磁 性 部 材 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 強 磁 性 素 材 は 、 質 量 ％ で Ｃ ： ０ ． ３ ０ ～ １ ． ２ ０ ％ 、 Ｓ ｉ ： ０ ． １
０ ～ ２ ． ０ ％ 、 Ｍ ｎ ： ０ ． １ ０ ～ ４ ． ０ ％ 、 Ｎ ｉ ： ４ ． ０ ％ 以 下 （ ０ を 含 む ） 、 Ｃ ｒ ： ４
． ０ ～ ２ ０ ． ０ ％ 、 Ａ ｌ ： ２ ． ０ ％ 以 下 （ ０ を 含 む ） 、 残 部 が 実 質 的 に Ｆ ｅ の 組 成 で な る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 乃 至 の 何 れ か に 記 載 の 複 合 磁 性 部 材 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 前 記 複 合 磁 性 部 材 を モ ー タ の ロ ー タ コ ア と し 、 弱 磁 性 部 は ロ ー タ コ
ア 内 の 磁 束 遮 断 域 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 乃 至 １ １ の 何 れ か に 記 載 さ れ る 複 合 磁
性 部 材 を 用 い た モ ー タ 。
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